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｢群島の基盤の槽曲について｣の付図3葉

拉にそのアブストラクトと正誤表

｢群島の基盤榴曲について｣を発表したところ図

がついていないので構造がわからないと言ってきた人

が少校くなかった.もともと原図は作っていたが

製図ができない身体なので割愛したのであった.し

かし読者に構造のジャスト･ポイントの削らぬものを

書いてそのまま引込むことは無責任であると一霞､い直し

製図の専門家を求めていた.幸い物好柾人があって

この程製図が現成したのでニュｰス誌に載せて'責任

を果すことができたことを感謝している.

別所文吉

かたがた｢離島の基盤の榴曲について｣は発表の当

時入院中で校正が充分やれなかったので正'誤表と

簡単抵アブストラクトをつけることにした.読者は

｢正誤表｣によって朱を加えられるときに足,う一度読

んでいただければありカミたv･.

たとえばアブストラクト以外に第一章では｢日本の

構造｣を論ずるための理念と方法とを書いているし

第二章では火成岩に送入せられた基盤の岩石について

特にのべている｡第三章では基幹そのものの構造につ
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いて詳しく写しているからである.

アブストラクト(1)

『この文章の目的とするところはまず日本の基盤の

摺曲について学びこれを鍵鈴として日本群島の構造を

明らかにしようとするにあった.

その第一の手段として信用のおける地質図について

石灰岩を追及し合せて石灰岩を中心としてこれを含む

岩体の舟底構造を調べた.

大蓮華嶽の領域では明星山から黒姫山･権現山に至

り鬼ケ鼻で日本海に没する延長14kmに汎る石灰岩が

NNW-SSE方向に伸びてきたものが権現山附近でE

-Wに転ずることが判った.この地方の石灰岩は塊状

であって石井はその走向傾斜はわからぬといっている

し戦後に青海石灰岩の化石の研究に沢山入った若い

人達もその走向･傾斜のはっきりしたものを見付ける

のに手を焼き兜を脱いでいる.ところが菌部竜一一は

権現山の北面においてこの塊状石灰岩の中において

輝緑凝灰岩がE-W走しSに傾いているのを発見し

ている.この発見はこのわからない塊状石灰岩の動向

を明かす唯一の手掛をつかんだものとしてほめられ

てよい.これによって私はNNW-SSE足してきた

石灰岩カミ海中に没する前にE一前にその走向を転じ･

Uタｰンして宇奈月を中心とする石灰岩を含む岩体(立

山後立山連峰の章のAB地域)に向うものなることを

推察することカミできた.この海中に没する間の延長は

凡そ10km･上陸して更にSを指し宇奈月の北方で石

灰岩が陸上で露出する処に至るまでの間凡そ12kmで

ある.この推定された石灰岩の動向は鬼ヶ鼻の沖を

中心に大きくゆるくUタｰンするものと考える.こ

れはその両翼の石灰岩の動向からみて不自然では扱い.

石灰岩カミUタｰンする構造の軸はN-Sであって大

蓮華嶽のW麓を北に直上して親不知あたりに出るもの

と考えることは片状閃雲花陶岩(富山県地質図では

新期花開岩類)の古期岩層に貫入している配列カ､らみて

無理がないと思う.

次に石灰岩層の舟底構造については今のべた蓮華嶽

の領域の大構造の東翼を扱すものについてはその分

布と地形のコンタｰから読みとれるしこれを爽んでい

る衝上についてもそれらの位置にある断層の傾斜から

それが衝上であると推察せられる.ただ大構造の西麓

をなす石灰岩と火成岩類の構造が舟底構造をしている

かどうかはそれを推定とするだけのワイルド･エビデ

ンスがない.;石灰岩層およびそれを含む火成岩類は

多くN-Sの走向をしめし直立裏たはWに急斜するζ

とだけカミわかっている.これについては立山後立山の

章で詳しく述べることにする.

現在の背斜向斜はすでに幾度も述べたように古生

海中の地背斜が起上によって向斜(舟底構造)と泣り

地向斜カミ背斜となったものである.しぜん親不知から

まっしぐらに南下して大蓮華嶽の西麓に至る構造は背

斜であり黒部峡谷をN-Sに縦断している.新期花

鵠岩はこの背斜の軸を中心にして送入したものであろ

う.これは言う枚らばホヅサマグナの小型したもので

あるといえる.』

アブストラクト(2)

『大蓮華嶽領域の宇奈月区6石灰岩層を含む火成岩類

はこの領域のA岩体･B岩体に当る.

A岩体はN-S10km一･E-W5たmに汎り主として

閃緑岩質アグマタイトからなりその中に含まれる:石灰

岩の小レンズの走向はおおむね走向はN-Sで直立ま

たWに急斜する.この石灰岩層の灘の南延はSEに

飛んで東･酉鐘釣山でUタｰンするもののごとく北

延はNE-SWの断層によって切られるがこの処でU

タｰンしてB地域の含石灰岩岩体につづくものと思わ

れる.A地域のE隣･W隣は新期花賜岩類によって

迷入されるがこれはこの処に存在した背斜に沿う裂鱗

に送入したものと思われる.A地域の倉石灰岩岩体は

地形のコンタｰから舟底型構造を柾すものであることが

読みとれる.

B岩体はNl-Sに22kmに汎って伸長する.幅は

5kmであるがEから角閃石黒雲母片岩類･花購閃緑

岩質片麻岩類･角閃石片麻岩類･石灰珪質片麻岩類･眼

球状圧砕角礫片麻岩類の順に並んでN-Sに並走する.

各岩体の走向はそろってN-Sで直立またはWに急

斜するが各岩体内部の葉理･片理は必ずしもこれと

一致せずとくにその傾斜に緩い部分があるのが目立つ.

片理が原岩の走向･傾斜と関係カミあるものとすれぱ

B岩体内に構造が存在したものと思われる..石灰岩

はとくに石灰珪質片麻岩類の中に膨しいがその他の各

岩類の中にも存在する.またE側の烏帽子山･僧ヶ岳

グルｰプ(角閃石黒雲母片岩類･花開閃緑岩質片麻岩類)

中には火山岩類あるいは火山砕暦岩･凝灰岩祖とを原

岩とするものが含まれている.これは石灰岩の存在と

ともにB地域がかつての古生海中の地背斜(バリヤ

ｰ)であったことの論拠となるものである.B岩体の

南延は大.目岳の安山岩類の下に嘗って存在し安山岩

を溢流させたであろうE-W性断層によってWにとび

C地域に露れる,�
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2.立山･後立山連峰の正誤表(地質ニュｰス241号32～43P)

頁�行�正�誤

34�前･上･24�閃緑岩が認められる�閃緑岩と認められる

34�後･上･11�諾岩類に貫入し�諾岩類を貫入し

35�後･上･24�圧砕状斑状花鶴岩�圧脚性斑状花開岩

35�後･上･26�花筒閃緑岩�花砦閃緑岩

35�後･上･32�可能性�万能性

39�前･上･16�踊りがあり�踊りであり

39�前･上･24�E-W�E-N

39�後･上･8�この岩体力洞一の�この各体が同一の

39�後･下･16�わからないが�わから渋いなどカミ

40�後･下･18�駒ケ岳のW腹を経て�駒ケ岳亭綴て
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後･下･18

駒ケ岳のW腹を経て

駒ケ岳を経て

41�前･上･16�鉱物組成から�鉱物組成岩から

41�前･下･24�直立をしめすが�直立をしめすか

42�前･下･26�性断層によって�性によって

42�前･下･17�床入�避入

42�後･上･1�破砕�破端

42�後･下･2�大蓮華嶽領域の�立山後立山連峰の大連薬嶽

42�後･下･15�足している�差しているからである

42�後･下･20�地向斜の端に�地向斜に

42�後･下･22�領域に近づいて�領域に入って

43�前･上･5�西鐘釣山でUタｰン�酉鐘釣山で逆さにUタｰン

43�後･上･22�床入せられる�迷入せられる

43�後･下･8�地向斜の端であり�地向斜の中心

���■

C地域は大品山を中心とする10(N-S)×12(E-

W)km2の区域を占める.黒雲母角閃.石片麻岩･閃緑

岩質片麻岩類からなる岩体でその中に含まれる石灰岩

の小岩体はN-Sの走向をしめして雁行する.C岩体

の南延はENE-WSW性断層によって数度齪鯖しつつ

D地域に向う,ζのN-Sに走る石灰岩.層を含む岩体

はA･B地域からC地域に至るまで42km'ある.

D地域は池ノ山を中心とする(E-W)10km(N-

S)4+砥m2の区域を占める.これを構成する岩体は

C地域と同じ黒雲母角閃石片麻岩類･閃緑岩質片麻岩類

であるがζの中に含まれる石灰岩の走向が高原川を�
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界にしてそのNEのそれがNNW-SSE～N-Sなる

に対しそのSWのそれがNW-SEである.これ

は明らかに石灰岩がUタｰン(ここではVタｰンとい

った方カミよい)していることを示すもので高原川に沿

ってNW-SEの方向の軸にした1ツの構造があること

を表すものである.これは今までの石灰岩層の走向ば

たとえ断層によって飛んだり顔鯖することがあっても

例外なくN-Sを示しその構造の軸もまたN-Sであ

った.これに反しD地域の構造の軸はNW-SEと変

っていてこれは立山後立山連峰領域の構造がここで

転換しようとしていることで注目すべきことである.

狂ぜならぱこれからSWの岐阜県に入るとNW-SE

の軸を中心とした構造が多くなっていくからである.

断って置くが石灰岩層の伸長方向はNW-SEなど色

んな方向に変っていくが巨視的に見た伸長の方向はN

-SのものがここからNE-SWに変っていくので今

までにのべた小構造の変りとこれを混同してはならな

v･.

E･F地域は祖父岳からSWに25km･幅10kmを

占める地域で主として石灰岩の厚層から拒る岩体で

黒雲母片麻岩類･角閃石片麻岩類･片麻状花開岩類によ

って床入せられる.角閃石片麻岩類中には塩基性校

いし中性の火山岩および火山砕屑岩を原岩とするものが

ありE･F地域がかつて古生海中のバリヤｰであっ

たことを示している.石灰岩層はSEにいくほど薄く

なる.一石灰岩層は祖父岳のS･金剛堂山のW･人形

山のSにおいてN-Sを軸とするゆるい構造を示して

いるが巨視的にみればこれらの構造を含む石灰岩の厚

層はNE-SWの方向に連りこの東側のF地域の石灰

岩層がNNW-SSEからWNW-ESEに回転するの

と合せ考えると全体としてNW-SEを軸とする構造

を示している.この構造はD地域でのべた高原川に沿

う構造(NW-SE)と調和する.す放わちこの構造の

外周(北辺)をなす3ツの厚層状石灰岩層のつくる小構

造と構造の配列とこれらの構造をしめす石灰岩層の厚

さから考えて古生海のバリヤｰの中心は小構造のある

処にあったものと思われる.したがって構造の軸は

かつての古生海の地向斜の端であり今は背斜を征して

いるものと思う.

E･Fの石灰岩をそのままつ放ぐとこれらはNE-

SW方向を示し南下して岐阜県内を袈裟がけに南下し

て伊吹山に連互するものなるべくその延長は遠く

130kmにおよぶ.これは次章岐山曲阜の章において

のべよう.』

アブストラクト(3)

『ここで岐山曲阜の領域に入る前にいま一度已往

をふり返ってみよう.これまでの石灰岩を含む岩体は

親不知の沖合で岩層がUタｰンする大構造のW側をなす

ものでその走向はN-Sで延長54km幅12-15km

あり石灰岩層は巨視的に見て1ツの層準のものと思

える.したがってこれはそのまま古生海のバリヤｰ

を表わすものと見ていいだろう.

しかしこれからSの構造はそのまま古生海のバリヤ

ｰを表わすものでは狂い.これまで構造の軸はN-S

方向の唯一の背斜でありバリヤｰはこれを取り巻く向

斜を中心に配列する石灰岩帯であった.つまりこれま

では話は単純であった.しかしこれからの構造の軸

の方向はN-SからNW-SEに変りそれが1ツで

はなく数多ありそれが並走し互に隣合って波状を呈

している.且つ構造に含まれている石灰岩も少なく

とも2ツの層群がある.このうちどの構造とどの石

灰岩の層灘のあるところを古生海のバリヤｰの位置と

するかは難しい問題であるとともにこの文章の目的

とするところであるからどうしても解決しておかねぱ

ならぬ.これからの石灰岩には厚層をなすものと

薄層あるいはレンズ(扁豆状)のものとがある.厚層

をなすものの多くは岩層のUタｰンするところに集っ

ている.もしこの厚層状看灰岩のみをつなげるとす

ればそれは構造のUの冠(逆U)をつなぐこととなり

一応厚層状石灰岩は構造と関係がないことになる.

はっきりいうと構造の軸の走向はNW-SEであるが

厚層状の石灰岩は構造のUタｰンするところの冠をつ

柾ぐことに放るからその走向はNE-SWになる.

これは何を意味するものであろうか.これはそれを構

成する岩石からいって古生海のバリヤｰでの堆積物に

外ならぬからやはり一種の構造である.しかし地質

図から読みとれる構造とは異質のもの次元の異るも

のである.すなわち地質図から読みとれる構造を小

構造であるとすればこれははるかに次元の異る大構

造である.すなわちこれを古生海における長大枚バ

リヤｰ地背斜であるとすればこれに対応する地向斜

は地質図上の何に当るであろうか.そのような地向

斜の軸はこれまで大蓮華嶽･立山･後立山･岐山曲阜

などの付図には存在し粗かったと思う.もっとラｰ

ジスケｰルの地図に求めなければならぬ.私はメデア

ン･ラインがそれではないかと夢想している.メディ

アン･ラインの走向はこのあたりではNE-SWであ

り石灰岩厚層のそれと調和しているからだ.

そうすると岐山曲阜の領域に多いSW-NEの軸をも

つ構造は一体何であったか私は古生海のバリヤｰと�



�

一1

､二一

一一

㌰

量

ケ

ペ､∵ダ㌧

里^

λ

一/

㌧･､r-

ゾ払㌧二7戸

ツ一

荻＼

一//一

店目一

戸､/ふブ

よ

図

質

地

旧

県

阜

岐

阜

山

支

止

＼

レ

＼■“､､

'㌧.

＼

∴

○

宗＼

�

イ＼

＼

＼/

､

�

■

�

ノ

ブ＼

ノ鳶

駿一

中津川市

恵那市

㌻一

メ

ノ

�

■一

凡

例

ち

一一←④･･…⑯

一→ヒ=.一

･H･H･ト

山方層飼料界

灰二二

石断輩向一県

/へ

牝･一t㌧

∴∴∴㍗∴

一子㍗㌣一ぺ削

ご蓋､､ラ一･一撮拙廿一､

､一点字

＼

一

“迦

■

�

ヘバ

能

郷

自

'～山

�

■ハ

]･,

藩

堤

蟻

つ額

{Hミ

縫規山

出慕-〔

狗つ

禾

�

)(･

＼､

ノ

..■クｰし

､

伸

宅=池岳

藤序岳

桑名市

3.岐山曲阜の正誤表(地質ニュｰス244号10～21P)

正

誤

D層が目当附近

石灰岩帯St･E-W走す

るが

屹

頁

�

�

行

前･下･20

後･上･1

D層が平野附近

石医砦帯はSt.E-W走す

るが

虹

構成

久�圀

�

イ

�



一31一

いう大地背斜から古生海の大地向斜に向って濃いで

いる幾つかの小地背斜･小地向斜が起上してできた小構

造と解釈すべきものであると思う.

御岳山麓から位山･尾崎山を含んでNW-SEのカ

向に彪大な火山岩カミ敷術する.濃飛流紋岩と請われる

ものである.この下に構造があると思う.それはこ

の流紋岩のNE方･古河町･神岡町の北の片麻岩体の石灰

岩帯(H)は蛇行しながら全体としてENE-WSW

足しているからである.これは構造のNで地層がU

タｰンする冠の部分の反映とみてよい.この帯には

1向斜1背斜がある.また高山市の北から古生層中

の石灰岩層(G)はE走する.これは明らかに構造の

E翼を表わしている.更にこれのS御岳山のN麓

にはE-W走する石灰岩を含む古生層の背斜の構造(F)

がみられる.これも(G)と同様構造の翼を示すもの

と見てよい.

さて構造のW翼を尋ねると古生層中に石灰岩帯がN

E-SW走するのカミ奥羽方大谷に見られる(E).こ

れは1背斜をしている.これは流紋岩の下でUタｰ

ンして(G)に連るものであろう.

八幡町で長良川をトラバｰスする石灰岩帯(D)は

E-W走する1ツの背斜構造をなすものでこれも同じ

くUタｰンして(F)に連るものであろう.

濃飛流紋岩下の構造はNW-SE走する1ツの背斜

構造なるべくこの構造の軸面には断層を伴うものと

思われる.阿寺断層もまたその1ツであろう.

このS方美濃市の北の長良川をトラバｰスする石灰

岩を含む古生層のE-Wの向斜構造はまもなくその走

向をNW-SEに転じて根尾の船休山の大石灰岩の厚

層に向う(B)･これは根尾断層と一致する根尾背斜構

造(A)のN-NE翼を落すものである.

根尾構造のS翼をなすものは能郷白山の南から水

鳥谷に至る大石灰岩層がそれである(C).これは

向斜をなしている.この石灰岩層はこのSで1背斜

(NW-SE)をなして(I).伊吹の石灰岩の厚層に連

なるものの如くである(J).伊吹山の構造は1ツの向

斜構造でこれは走向N-S直上して徳山の向斜に連

なる･これはSに向っては鈴鹿山脈の稜線に舟底型

の構造をして分布するN-S性の向斜になる(L).

この中間の関ケ原の低地には走向:NW-SEの浅井

断層カミトラバｰズしている筈である.浅井断層は根

尾断層と同じ性質の姉妹断層であると思われこれと同

じ･走向(NW-SE)の背斜構造が養老町を通って存在

する(K).浅井断層がJの向斜軸を切るものなるやま

たはその分枝注るやは地質図ではまだ明らかではない.

ここに岐山曲阜の領域における構造の特徴について一

言するとNW-SE軸の背斜が目立つことである.

これらの背斜はNWで閉じSEで開いている.す

なわち逆U字にUタｰンしている.この構造から推測

せられる古生海中のバリヤｰはどこであろうか.私

はこれらの構造のNの端である地層がUタｰンする.

す柱わち逆U字の冠をつないだ処がそれに当ると思

う.じじつこの処においては石灰岩が厚くまた輝

緑凝灰岩カミ多い.則ち構造の軸がNW-SEであるの

に対し古生海中のバリヤｰの方向はこれと調和すると

いうよりはむしろこれに直角に近いNE-SWの方向

を示すのである.これは何故だろう.私は構造のし

めす地質次元とバリヤｰの示す地質次元が異なるた

めであると思う.則ち地質図に表われた構造は古生

海の中心に向う小構造そのものを表わすものであり

バリヤｰはこれら小構造を統括した地背斜を表わす

もので古生海の中心すなわち地向斜と次元を尊しう

するものであるからである.

ここで岐山曲阜の領域におけるバリヤｰを辿ってみ

ると立山･後立山の領域の祖父岳から人形山のEに

至りこれからNE-SW足して古河町のN附近で片

麻岩の領域を脱して古生層地帯に入り小構造の冠を

汎るから多少の出入りはあるが舟休山･水鳥谷から伊

吹山に至るまで概ネNE-SW足している.伊吹山

から古生海中のバリヤｰはN-S足して稜線の上を

南下するがこれからWおよびSについては｢大阪･

神戸･京都･奈良･大津･堺の基盤の榴曲｣において述

べた.この徳山一伊吹山向斜のS延は領家帯に入り

更に南下して高見山附近において一旦メディアンラ

インに近づくが再びN上して大和高原のW縁にそっ

て奈良附近に至りこれが奈良平野をトラバｰスして

NWに向い松尾山から生駒山にでてこれからWに向

かい大阪平原下に没するもののようである.これか

ら六甲山の稜線に現れてNE-SWに向い淡路島で

海没する.

ここで領家帯に入ってからの古生海のバリヤｰと推

測したものについて一言述べておくことカミ必要である.

ここにのべた領家帯のバリヤｰとしたものは多く花開

岩の中であって現在はその中に石灰岩･輝緑凝灰岩

などのバリヤｰ堆積物の直接の証拠と桂るものが見られ

ない.しかし舟底型の構造が稜線一帯に分布しこ

れらは中心に向って傾斜する数多の衝上によって囲まれ

ている.これは特筆してよい珍しい構造であってど

こにもあるというものでない.この特異な構造を追っ

てみると古生層地帯のバリヤｰの延長から発して数

10㎞に違ってつづき全体として大きくUタｰンして

構造をつくっている.�
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この花筒岩の中に残る構造をバイヤｰの雛跡とするこ

との真偽は岩石学の進歩を侯つより外は狂いが今の

ところ野外地質学からは淡路島以西の地質図を追っ

てみれば何処がでその真偽が削るかも知れない.た

とえば成羽炭団･大賀地方･岩国地方･秋吉台などであ

る･以上目本海の親不知から淡路島に至る古生海の

バリヤｰの雛跡を凡そ500kmに汎って辿ってみた.』

｢群島の基盤の摺曲について｣の夢想をわずか三章

で筆をおいた理由は前に書いているがまことに差し

いことなので忘れていただきたい.

江原真伍の『太平洋運動』は35年間の発心修証であり

14篇の発表であるのに対し｢離島の基盤の榴曲につい

て｣はその前の｢大阪･神戸･京都･奈良･大津･堺の

基盤の榴曲｣を加えてもわずかに太平洋論の1/･の11章の

発表でやめたのは恥ずべきである.先師中村新太郎先

生は野外地質調査に砥管して他の説論にとらわれなか

った人である.門弟の末席にっらなるわたくしは病

とは言え筋骨を分する野外地質調査ができ校くなりい

たずらに夢想のみに走ってゆくことに堪えられなくな

った.江原の太平洋論は全部が全部を自分で筋骨を

労して歩いて調査したものでは杜く言わば野外地質と

夢想とをないまぜたもので言わば第二義的なものであ

ろう.近頃｢プレｰト･テクトニクス｣説が流行し

これに先立っ江原の｢太平洋論｣が見直されてきだした

が｢太平洋論｣は地表に近い地質世界の構造論である.

プレｰト説はもっと深い世界のことである.今地質家

にプレｰト説の幻想を説く輩は多いがそれが地質世界

に於でどんな姿をして現れているかを究めようとする

ものは稀である.江原は四国の外帯に於て発見した下

方衝動を眼晴としこれを環太平洋地帯に及ぼしたのが

｢太平洋運動｣である.｢太平洋運動｣を眼で見

手で触れることのできる地球表層の構造としこれを案

内者としてこの全地域を野外地質調査しフルマップ

の地質図をつくる若者がでないだろうか.

直接この手でふれこの眼でみ見渡したものだけを

真実としそれ以外のものを信じない人がいる.これ

を一枚の地図の上に表はした地質図をもとにして大地

の構造をきわめるのが地質の真髄である.いまの地

質の論文･報告の多くは地球物理の観測･実験に眩惑

されて地質の本分をわすれたものである.これらの

観測･実験は多くの仮定の上にたった間接のデｰタで

あるからたえず地質の本分によって正さなければ本

物とは云えない.地質は昔も今も地球表層を明らめる

主な手段であり他の観測･実験はそれを助けるだけの

ものにすぎない.

地質の真髄をきわめることはたやすいことではなく

長い長い難行の路に堪乏ねばかなわぬことである.そ

のためには基礎をしっかりしていかないと中途で堪え

られなくなって自らが放掘するよう底ことになる.

地質の真髄を求める人々は歩ける限り一生をつとめ

て命のある限りやすむということはない.偉いと云わ

れたいろん荘地質家をみてきたカミ多くは定年になる

と本分の地質をやめて金になるアルバイトに転じた.

こんなともがらは地質の職人であって地質家ではなか

ったのだ.職人で財をつむ者は少ない.位階勲等に

誇る者ができたようだ.こんな世間の名利の鬼カミ地

質の世界に現れたのは大正の末である.高師から大学

に入ったからエリｰト族ではない.この男は特技が

ありたとえば大学を出ればそれ以上の人だけと交わ

り学士院にはいればそれ以上の人だけと付き合って

過去の友を忘れ去ることである.新しい機械を求め

新しい領域で測定することが好きで今流行の『プレｰ

トテクトニックス｣にも貢献したと本人を知らない今

の若者たちにも買われている.晩年田舎の大学の学長

もやったから位階勲等にも不足はないはずだ.誠に

彼カミ育ったという寺の易行果報の因縁を衆生に見せてい

るように見える.こんな道に迷わぬようにしてもらい

たい.あるものは父祖からゆずられた財産を一銭も

減らさずに子孫に譲るだけが一生の仕事で40年来の

地質家の看板を放棄して今は土地に代えた財の上で大

悟している.わたくしにはこの横恋時流に泳ぐ歳月

も才覚もなかったから二乗に貧苦し輪廻に浮沈せね

ぱならぬわれもない.それは若い時大梁国天童山の

如浄禅師のような人に逢い美濃国根尾谷に入って一人

鉄槌を振うことができたからである.上来｢地質ニュ

ｰス｣誌上をかりて45年間の印象に残るいろんな尊敬

すべき地質家にふれて来たがわたくしが地質内外を通

じての｢正師｣と呼べる人は先師ただ一人である.

それはさておき｢群島の基盤の榴曲について｣は

私がフルマップで野外地質調査をした地域とその周辺

区域にとどまりそれに遠のいた区域にまで及ぼしえ粗

かった.即古生海のバリヤｰの追跡を僅かに500㎞

でやめているのはこれが夢想であるにしても第二義

第三義的な幻想にまで落したくないからである.ど

んなに他の自然科学が進歩しても地質の嫡流は野外

地質であり地質図を書け泣い輩は地質の真髄を論ずる

資格はないことを岡山大学の松本降教授と論じたこと

がある.松本はハッキリした学者で大き抵期待をか

けていたが間もなく天折した.

野外を歩けなくなった者はもはや地質家ではなく

地質の文章を書く資格がない.

(筆者は元所員現大同ボｰリングKK)�


